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～
” 推 進 計 画

～京都市市民参加推進フォーラムからの提案～
」の主な活用状況

「市民参加こんなんえ―やん宣言 !

本市|よ「市民参加こんなんえ―やん宣言 !～京都市市民参加推進

フォーラムからの提案～」に示されたアつの提案の主旨を十分に踏

まえて,7ペ ージに示した市民参加を進めるうえでの3つの留意点

「市民のち 。か ・ら」や,推 進施策及び実施事業を構成し,こ の度

の計画の改訂を行しヽました。

ここで|よ,市 民参加推進フォーラムからの提案が,具 体的にどの

ような推進施策や実施事業に活用されてしヽるのかを詳しく掲載して

しヽます。

電蓄記□D形 だけではない実効性のある制度に!
審議会と市民公募委員の関係に見られる課題を検証する中で,「市民参加推進計画」に掲げる市政

参加の制度|よ,着実に広がつているものの1形式的に導入したことによる 「制度の空洞化」ともい

える状況を生み出している側画があることが分かりました。「なぜ市民に参加を求めるの力」 を今一

度見つめ直し,制度の目的や趣旨に沿つた的確な運用が図られるよう,市民に対して市政参力日を進

めるための情報提供やサポートを丁寧に行い,実施結果等についてもきっちりと報告するなど,よ

り市民が参加しやすい実効性のある制度として1改善を図ることが必要だと考えます。

"    「 市政参加に関する制度の
“
ちゃくじつ

"(着
実)な運用」

●市民ニーズを着実に政策 ・施策に反映させる取組の推進 [施策番号 2]

*ホームページを活用したパブリック ・コメントに係る続括情報の発信

*庁内向けデータバンクの構築

●審議会等の公開の推進と運営の改善 [施策番号 3]

*「審議会等運営ガイ ドライン (仮称)」の作成

*ホ ームページを活用した審議会等に係る統括情報の発信

●審議会等委員の公募の推進 [施策番号 4]

*市民公募委員制度の拡充

●市民の意見や提案の反映状況を明らかにする情報提供の仕組みづくり [施策番号28]

む華招駆D更 なる市民参加意識の普及とB子び掛けを!
市民参加を市民の間により浸透させてしヽくためには,更 なる市民参加意識の普及と呼びかけが望

まれますが,「～べき論」で伝えても,あ まり効果的ではありません。市民参加が市民にとって身近

なものであり,今 後の社会を支える大きな原動力となる 「お得なもの」であるということを1市 民

にわかりやすしヽ事伊」や語り口を交えて,具体的に伝えてしヽくことが必要です。

"     「 市民活動への支援と協働による
“
かつりょく

"(活
力)ある取組を推進」

●活動につながる情報や知識を得る機会の提供 [施策番号 13]

*「京都市政出前トーク」の充実

●活動に関する知識や経験を深める機会や場の提供 [施策番号17]

*市民参加に関する啓発冊子の発行

醜 母蛍出占&電キ叫避盛11
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… コミュニケーションを創り出し,深めることのできる場や機会の創出を1

市民同士や活動組織が連携を進めるうえでは,気 軽にコミュニケーションを図ることのできる場

や機会が必要であるとともに,育 まれたネットワークを大切に広|ザてしヽくことが重要であり,行 政

に|よその機会や場を創出する役書」が期待されています。市民と市民I職 員と市民とが語り合い,課

題や成果を共有できる機会や場を積極的に持つべきだと考えます。

PARTNERSH P

m     「 市民活動への支援と協働による“かつりょく
"(活力)ある取組を推進」

●市民と課題や思いを共有し,事業実随に生かすための取組の推進 [施策番号 7]

●活動に関する知識や経験を深める機会や場の提供 [施策番号 17]

*市民参加に関する啓発冊子の発行

●地域における幅広い分野の活動主体のネットワークづくりの推進 [施策番号 20]

●市民主体のまちづくり活動と行政との協働の推進 [施策番号 21]

*NPO・ 市民活動団体と行政との協働推進のための情報提供

●行政区単位での取組の強化 [施策番号 22]

*地 域のまちづくり拠点となる区役所機能の強化

●市職員が積極的に出向き,情 報提供を行う取組の充実 [施策番号 30]

*「 京都市政出前 トーク」の充実

●市民と市職員が課題や思いを共有し,学 び含う機会の提供 [施策番号 31]

*「京都市市民参加論 (仮称)」の開講

*市民公募委員を中心とする交流会の開催

*「 /AN民交流セミナー」の開催

む課露】D市 民の目線,動緑に沿つた1着報提供・共有を!
市民参加を進めるうえで|よ1行政からの情報提供は不可欠なものですが,市民にとつては未だに

受け取りにくく,日染みのないものと受け取られているのが現状です。「情報を取りに来る人を迎え

る」という受身の1青報提供で|よなく,市民が国常から立ち寄るような施設やイベントで情報を提供

するなど1積極的な広報活動や1肩報提供を行うことが必要です。また,情報提供を行うと同時に,

市民との交流を通して市民から情報を収集することも必要です。

8弱辺躍目目D「庁内の推進体制の整備による
“らしんばん"(羅針盤)としての情報提供の充実」

●市民にとつて身近で立ち寄りやすい場所での情報提供の充実 [施策番号27]

●効率的で迅速な情報提供を行うための情報の整理 [施策番号29]

●市職員が積極的に出向き,情報提供を行う取組の充実 [随策番号30]

*「京都市政出前トーク」の充実

●市民と市職員が課題や思いを共有し,学び含う機会の提供[施策番号31]

*「京都市市民参加論 (仮称)」の開講

*市民公募委員を中心とする交流会の開催

*「公民交流セミナー」の開催
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毎諜露駆D市 民の声を的確に把握するための制度の構築を!
行政はアンケー トやモニター調査で様々な市民の意見や1青報を集めています。しかし】その情報

をきっちり整理し,「どのような情報を発信すべきか」という視点を持つことが必要です。そのため

に市民の求めてしヽることをきめ網かく把握するための制度を構築することが求められます。また1

収集した情報を庁内で共有し,的確に施策や事業に活かしてしヽくことが必要です。

…     「市政参加 に関する制度 の
“
ちゃくじつ

"(着
実)な 運用」

●市民ニーズを的確かつ効率的に聴取する取組の充実 [施策番号 1]

●市民ニーズを着実に政策 ・施策に反映させる取組の推進 [施策番号 2]

*ホームページを活用したパブリック ・コメントに係る総括情報の発信

*庁 内向けデータバンクの構築

●市民の意見や提案の反映状況を明らかにする情報提供の仕組みづくり [施策番号 28]

む課露餌D行 政が市民活動のサポーターに!
行政に|よ,市 政やまちづくりの情報を提供するだ|ナで|よなく,積 極的に市民と接し,地 域の情報

を熟知しておくことが期待されています。また,市 民同士の交流を促進するためにも,行 政が果た

す役書」|よとても大きいものがあります。いわば,行 政|よ市民活動の 「サポーター」として,そ の活

躍が期待されているのです。そのために|よ,今 まで培われたノウ八ウや人材を有効活用し,「地域を

よくしたしヽ」としヽう積極的な思いや地域の困りことなどに,丁寧に支援できる体行」づくりが大切です。

m     「 市民活動への支援と協働による
“
かつりょく

"(活
力)ある駅組を推進」

●地域における幅広い分野の活動主体のネットワークづくりの推進 [施策番号20]

●市民主体のまちづくり活動と行政との協働の推進 [施策番号21]

*NPO 市 民活動団体と行政との協働推進のための情報提供

●行政区単位での取組の強化 [施策番号22]

*地域のまちづくり拠点となる区役所機能の強化

*まちづくリアドバイザーの配置

む諜露憂D職 員・組織の実効性のある連携を!
行政に|よ長年培つたノウ八ウや人材が豊富にあり1個 別具体には有効な組織や施設が数多くある

ものの,そ れらが効果的に連携しておらす,未 だに紋切り型の 「縦吾」り」との批判があります。行

政のスキルを最大限に発揮するためにも,市 民参加に対する更なる職員の意識改革を進めるととも

に1庁 内の情報やスキルを共有することにより,有機的に連携してしヽくことが望まれます。

8翌辺選目目D「庁内の推進体制の整備による
“らしんばん"(羅針盤)としての情報提供の充実」

●市民主体のまちづくり活動と行政との協働の推進 [施策番号 21]

*NPO 市 民活動団体と行政との協働推進のための情報提供

●行政区単位での取組の強化 [瓶策番号 22]

*地域のまちづくり拠点となる区役所機能の強化

*ま ちづくリア ドバイザーの配置

●効率的で迅速な情報提供を行うための情報の整理 [施策番号 29]

*庁 内向けデータバンクの構築

●市民参加を進めるための庁内の仕組みづくり [施策番号 32]

*市民参加を促進する職員研修の充実

*「市民参カロ事例庁内発表会 (仮称)」の開催

●分野別センターの機能強化 [施策番号 33]



PARTNERSHIP

市民参加推進計画(中間見直し素案)」!E対する
パプリック・コメントと本市の見解・御意見の反映状況

【意見募集期間】

平成 18年 8月 29日 (火)
～9月 27日 (水)

【実施結果】

意見提出者数 :16人

意見数 :32件

【意見項目】

頂 目 意見数

市民の市政への参加について 6件

情報提供 広 報に関する意見 6イ牛

市民主体のまちづくり活動における市の役害」につしヽて 5イ午

市民参加に対する市民の実感について 3イ午

市民活動に対する支援につしヽて 3件

庁内の推進体制 職 員の意識について 3件

市民同士及び市民と市職員の交流について 2件

市民参加推進フォーラムからの提案について 2件

その他 2イ牛

計 t32イ牛

目項 番号 市民の皆様からの御意見 本市の考え方及び御意見の反映状況

市民の市政への

参加 につ しヽて

(6件)

]

官民一体となつて参加できる活動を企画するか!

市民から提案できるようにして欲しい。

官民一体の取組の一例として1施 策番号8「事業の実施段階

における市民や団体等の参加機会の確保」におしヽて,イ ベント

等におしヽて企画段階からの民間企業や団体等の参加機会を促進

する取組を進めるとともに,施 策番号3]「 市民と市職員が課

題や思しヽを共有しi学び合う機会の提供」の一環としてi経済

文化観光関係団体と市職員の交流を図る 「公民交流セミナーJ

を開催するなど,具体的な取組を展開して参ります。

また1市 民の皆様からの御提案につきましては1施 策番号2

「市民二一ズを着実に政策 施 策に反映させる取組の推進」に

おしヽて,市 民提案帝」度等の市民二一ズを把握するための各種市J

度の調査研究を進めて参ります。

2

行政として“予算がなければ取り組まないというの

ではなく“計画を具体化しi地域住民)企業 団体に寄付

金を募り,地域マネーを発行するなど計画,施策実行の

ための資金を集める努力“活動を行う過程でむしろ市

民主体のまちづくり意識も育成されるのではないか。

計画を具体化するうえでの予算確保に努めるとともにi事業

実施等における市民負担のあり方についても1施策番号9「市

民や団体等の財政画からの参加の推進Jに おいて1検討して参

ります。

3

「参力日しやすい審議会等」とのことだが,傍聴

者には,せ つかく傍聴に来てしヽるのだから時間が

許せば,発 言の機会を認めてもよしヽのではないか。

より開かれた審議会等運営を進めてしヽくためにも,傍聴者に対

する網やかな酉己慮は,欠かせないものであると認識しております。

本計画では1施策番号3「審議会等の公開の推進と運営の改

善」において,審議会等に関する事務や留意点等をまとめたi哉

員向けのマニュアル 「審議会等運営ガイ ドライン(仮称)」を

作成し)周知徹底するなど,個々の審議会等の特性も考慮しな

がら,より開かれた審議会等の運営を全庁的に推進して参ります。

4

審議会で何が行われてしヽるのかがわかりにくしヽ

敷居が高しヽように感じる。

本市は審議会等を積極的に公開し1市 民委員の公募等を実施

して参りましたが1よ り開かれた審議会等の運営を進めるうえ

でi審 議会1高報等をわかりやすく公開し)情 報提供に努めてい

く必要があると認識しております。

具体的には1施 策番号3「審議会等の公開の推進と運営の改

善」におしヽて1ホームページ上に審議会等の開催案内!会 議録

等を一括で惰幸R発信する取組等を実施し,よ り参加しやすい審

議会等の運営を進めて参ります。

5

市政の策定及びその実施への段階に関しての行

政的内容が明白でなしヽ。市民の国常的な市政への
二一ズを 「しヽつ」 「どこでJ「 どのようにJ取 り

込んでいくのかがわからなしヽ。

市政運営のあらゆる過程におしヽて市民二一ズを反映していく

ことは,こ /1までの計画に引き続き,本 計画においても重要な

取組として位置付けております。

御指摘の点につきましては1本計画を着実に推進することで,

市民二一ズを把握する機会をより拡大し,その活用状況につしヽ

ても)施策番号28「 市民の意見や提案の反映状況を明らかに

する情報提供の仕組みづくり」を進めることでi速 やかに市政

運営に関する情報を提供できる体制を築しヽて参ります。

6

「行政評価」につしヽては 「京都市政策評価制

度」 「事務事業評価制度」のしヽすれにも検討すベ

き問題があるように思う。

「政 策 評 価 制度 」につ きまして は 評価 を行 う際 の 基 準 の 更 な る

適 正 化 や 「客 観 指 標 Jの 充 実 な ど,未だ 改 善 すべ き点 が あ ると認

識 して しヽ ます 。今 後 も制 度 の 校 正 な 運 用 と向上 を 図るた め 設 置

して い る第 二 者 機 関で ある政 策 評価 制 度 評 議会 や 市 民 の 皆様 か

らの 御 意 見 を踏 まえ より信 頼 度 の 高 しヽ仕 組 み とな るよう 制 度 の

充 実 改善 に努 めて参 ります。

また 「事 務 事 業 評 価 制 度 」につ きま して も よ り適 切 な DT価 指

標 及 び 目標 値 の 設定 な ど 改 善 す べ き点 があ ると認 識 して います 。

今 後 も評価 の 客 観 性 や 透 明性 を確 保 す るた め に設 置 して しヽる事

務事 業 評 価制 度 委員会 や 市 民 の皆 様 か らの 往「意 見 を踏 まえ 制 度

の 充 実 改 善 に努 めて参 ります 。
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団 民1 参カロ推1 連1 計十画|

項  目 番号 市民の皆様からの御意見 本市の考え方及び御意見の反映状況

情報提供 ・広報

に関する意見

(6件) 7

印刷物等の紙媒体やインターネットなどの複数の

情報発信を活用するなど,市 民が知りたしヽ情報を

素早く簡単に入手できるようにするための情報提

供の手法の充実を進めますことは1非 常によいこ

とだと思う。

状況に応じた複数の媒体を活用し1よ リー層の情報提供の充

実に努めて参ります。

8

広報活動は,市 民が親しみやすしヽものにして欲

ししヽ。 「市民しんぶん」は市政に関心がある人し

か読まないと思う。各世代 話 題に合わせたフリー

ペーパーやミニコミ誌及びホームページが有効だ

と思う。

本計画におきましてもぅ円青報提供 公 開における手法の充実」

を図ることを重視しております。広報活動につきましても`あ

らゆる立場の方々に配慮しながら取組を進めてしヽるところです

が,今 後更に対象世代や話題,費 用対効果等を考慮し1様 々な

媒体を活用した広報活動を展開して参ります。

9

日青報の提供 公 開」は,市 民の市政参加に当

たつて特に基本的で重要な問題だ。インターネッ

トがよく取り上十ザられているが,ま だまだ印刷物

等の紙媒体が大きな役害」を持つている。それとと

もに情報提供には1市 政のプラス面もマイナス画

も等しく市民になされるべきだ。

市政情報はデジタル デ バイド (lTの 発展に伴しヽ発生する

社会的j経済的格差)や ユニパーサルデザイン (全ての人にとつ

てできる限り利用しやすしヽデザインのこと)を 十分考慮しなが

ら行つてしヽく必要があり1そ のためには1費 用対効果等も勘案

しながら1積 極的な情報提供に努めていく必要があると認識し

ております。

本計画では,イ ンターネットだけではなく,従 来どおり,施

策番号23「 市政情報誌や印刷物等を活用した情報提供の充実」

にも努めるとともに1積 極的に情報提供を行うことで,よ り透

明性の高い市政運営に努めて参ります。

「市民ニーズの把握にインターネットの活用」

がしきりに挙げられるが1む しろ現在の 「市民し

ん8 んヽ」の充実こそが求められているのではない

わ`。

市民二十ズの把握におしヽては1イ ンターネットだけに特化す

るのではなく,従来わ`ら実施しているアンケー ト調査等も活用

して参ります。なお,2]ペ ージ 「3 情 報の提供 公 開と共有」

の記述のとおり1「市民しん8 んヽ」を含めた印刷物等を通じた

1青報提供の充実も必要であると認識しております。今後も費用

対効果等を考慮しながら1様 々な媒体や手法を併用し,あ らゆ

る立場の市民に配慮した取組を推進して参ります。

また,施 策番号30「 市職員が積極的に市民の身近な場所に

出向き,情 報提供を行う取組の充実」,施策番号3]「 市民と市

職員が課題や思しヽを共有し,学 び合う機会の提供」を推進する

中で,職 員が市民の皆様の身近な場所に赴しヽて市政について御

説明する 「京都市政出前 トーク」の充実や1市 民参加を体系的

に学習する機会として 「京都市市民参加論 (仮称)」 を開講す

るなどぅ実際の語り合いを通した,情 報提供やネットワークづ

くりに努めて参ります。

「市民しんlSlん」の企画段階から市民に参加して

もらしヽ,参加型の紙画づくりを行つてはどうか。

「市民しんぶん」全市版では1施 設の開設や新規事業の紹介

を市民レポーターに取材していただいています。区版では,区

民レポーターによる取材記事の掲載や区民モニター制度を実施

するなど,従 来から市民参加型の紙面づくりの取組を進めてい

るところです。

今後とも,市 民の皆様の御意見を賜りながら1よ りわめ`りや

すく,親 しんでいただける広報紙となるよう1創 意工夫を図つ

て参ります。

市わ`らの情報が伝わつてこなしヽ。そもそも市民

参加推進計画を策定していることも知られてしヽな

しヽ。このような状態では取組は進まない。行政は

もっと積極的に前へ出るべきではないか。

御指摘の点に関しましては1本 計画冊子の5ページに掲載し

ております 「市民生活実感調査」の実施結果や京都市市民参加

推進フォーラムからの提案 「市民参加こんなんえ一やん宣言 |」

におしヽても御指摘いただしヽており,大 きな課題であると認識し

ております。

本計画では,施 策番号27「 市民にとって身近で立ち寄りや

すい場所での情報提供の充実」,施 策番号30「 市職員が積極的

に市民の身近な場所に出向き,情 報提供を行う取組の充実」を

推進することで,積 極的な1青報提供に努めて参ります。



PARTNERSHIP

項  目 番号 市民の皆様からの御意見 本市の考え方及び御意見の反映状況

市民主体のまち

づくり)舌動にお

ける市の役書」に

つしヽて (5件)

地域住民の中から,プ ロデューサー (プロジエ

クトのリーダー1サ ブリーダー)を 選定して,行

政の担当部署 担 当者とが具体的なメニュー,行

動プログラムを作成し,そ れをフォーラムなどの

全体会議に諮り実行に移すということが必要と考

える。NPOと は別の緩やわ`な運営組織が必要だ。

ただし,プ ロデューサーには行政としての認知制

度化,多少の報酬規定なども考慮する必要は生じ

る。

地域における様々な活動を活性化させるうえで1行政も含め

た活動主体同士のネットワークづくりが必要だと認識しており

ます。

施策番号20日 也域における幅広い分野の活動主体のネットワー

クづくりの推進J,施 策番号2]「 市民主体のまちづくり活動と

行政との協働の推進」において1地域間,組織間の連携強化に

努めるとともに,施 策番号22「 行政区単位での取組の強化」

を進めることで,地域のまちづくり拠点としての各区役所 支

所機能の強化に努め,地 域性に応じた取組を進めて参ります。

また,地域内における新たな組織づくりについても,]フペー

ジ 「2 市 民力 地 域力を高める取組への支援」を充実させる

ことで,地 域性に応じたきめ網やめ`な支援を行つて参ります。

なお,本 市は,市 民の皆様と市政とをつなぐ制度として 「市

政協力委員制度Jを 設けており1委 員に就任していただだいた

地域住民の方々からの御連絡や1行政区ことに開催する 「区長

と市政協力委員連絡協議会学区会長との懇談会」を通じて1地

域課題や御要望の把握,市 政への反映に努めております。

地域の活動に黙々と努力してしヽる色々な既存組

織の活用の仕方をプロデュースして欲ししヽ。

本市では市民活動総合センターや景観 ま ちづくリセンター

等において1市民の自主的な市民活動に対する様々な支援を行つ

ておりますが,今 後も取組の充実に努めて参ります。

また,施 策番号]フ 「活動に関する知識や経験を深める機会

や場の提供」において1「 市民活動啓発冊子」を作成し,地 域

活動の事例等を紹介することで,地 域活動の活性化に向けた取

組を進めて参ります。

地域住民の能力ある人材 (団塊世代など組織運

営経験者)を 活用してはどうか。

団塊の世代などの地域における人材活用は重要だと認識して

おります。

本計画におきましても1施 策番号]8「活動を進めるために

必要な人材の育成Jの 中で 「はつらつ高齢者まちづくり支援事

業Jな どを実施し,地 域における人材の育成す活動の場の提供

等を行つて参ります。

なお,御 意見を踏まえまして,施 策番号]8「活動を進める

ために必要な人材の育成」に 「地域の人材を活用し1活 動を充

実したものとするため」と明記しました。

「地域におけるまちづくり活動とその支援」は,

その活動主体となってしヽる団体の内実をしっかり

把握し,名 前どおりの実質的な活動を行つてしヽる

か,財 政支援をした場合にはその支出をきちんと

報告させ,助 言や指導を必要することもあるだろ

支援を行つた活動主体に対する助言 指 導等は1従来から必

要に応じて実施しておりますが,今 後も市民主体のまちづくり

活動の更なる活性化に向けて,徹底して参ります。

行政との連携がきつちり取れている地域とそう

でない地域がある。 「京都市政出前 トーク」など

を活用して1他 の地域にも広めてしヽく必要がある。

本市の取組につしヽて御理解と御協力をしヽただくうえで,「京

都市政出前 トーク」の更なる充実は効果的な取組であると認識

しております。

本計画におきましてもぅ施策番号13「 活動につながる情報

や知識を得る機会の提供」を進める事業として位置づけ,更 な

る充実を図つて参ります。

市民参加に対す

る市民の実感に

つしヽて (3件)

パブリック コ メント,円 卓会議などに寄せら

れる市民の意思が活用されていると実感をもたら

す市政の協力 (変化)が 必要だ。

市民の皆様からお寄せしヽただいた御意見の取扱しヽを明確する

ことは1市 民参加を進めるうえで必要不可欠なことと認識して

おります。

本計画では,施 策番号2「市民二一ズを着実に政策 施 策に

反映させる取組の推進」におしヽて,ホ ームページ上でパブリッ

ク コ メントの実施状況やその結果を分わ`りやすく情報発信す

るなど,市 民意見の活用 反 映方法についても,丁 寧に1清報提

供できるよう,改 善して参ります。

市民に市民参加を身近なものとして実感しても

らえる状態には至つていないことは1市 民参加推

進条例の趣旨からみて最重要な問題提起であると

の認識が大切だ。

市民の皆様に市民参加をより身近なものとして実感していた
だくことは,今 後の市民参加を推進するうえで大変重要な課題
だと認識しております。

その点を考慮し,本 計画では,今 まで整えた制度や手法等を

丁寧かつ的確に運用しながら1更 に充実させてしヽくことによつ
て よ う市民参カロ本身折炊■)の汁|フて掌康|′て|夕ヽ十デ|する増指

市民参加の取組に対する市民の実感をもつと深

亥」に受け止めるべきだ。

づくりに努めて参ります。

なお,御 意見を踏まえまして,5ペ ージ 「(4)市 民参加の

取組に対する市民の実感」の本文に 「実感してもらえる状況に
は至っておらす,本 市はその状況を重要な課題であると考えて
います。」と明記しました。 ・

０
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項  目 番号 市民の皆様からの御意見 本市の考え方及び御意見の反映状況

市民活動に対す

る支援につしヽて

(3件)

ボランティア1外 郭団体の形成途上にあるとこ

ろなど1収 入1手 当て等の制度待週等の支援が必

要だ。収入なく,サービスあるところの助成を図つ

てもらうよう要望する。

ポランティア等への助成に関しましては1施 策番号]9「活

動を広げるために必要な助成 融 資に関する支援」において1

市民主体の自主的な活動をより充実した継続性のあるものとす

るため1各 種団体や企業等の助成金情報など,財 政面からの支

援に関する情報提供を更に充実させて参ります。

自治会などの地域での会議の進め方がうまくいっ

ていなしヽ。会議運営のコツを教えるような講習会

を実施してはどうか。

本市では,市民活動総合センターや景観 ま ちづくリセンター

におしヽて,自 治会等も含めた市民の自主的な活動に関する各種

相談1講座の開催等を行つてしヽます。

今後1会 議運営に関する講座等につきましても,充実して参

ります。

市民活動を行つてしヽる人を対象に,広 報の方法を

学習できる機会を作つてはどうか。

本市では市民活動総合センターや景観 ま ちづくリセンター

において、市民の自主的な活動に関する各種相談や講座等を開

催しております。

広報に関する講座につきましては,市 民活動総合センターに

おしヽて 「NPOマ ネジメント講座」の一環として実施しており

ますが。今後とも充実を図つて参ります。

庁 内の推進外

制 ‐職員の意識

について

(3件)

市民主体のまちづくりを進めるうえでは,各所属

で蓄積している市民参加に関する事例やノウ八ウ

の共有を図るなど,各局区等の連携強化に向けた庁

内体制の構築を進めることが大切だと思います。

施策番号32「市民参加を進めるための庁内の仕組みづくり」
を推進し1庁内の連携強化に努めて参ります。

市長はじめ幹部職員はもちろんすべての市職員

は 「日本国憲法第15条第2項」を十分自覚し,「公

僕 (=パ ブリックサーパント)の 精神」を持つて

職貢を果たすよう努められたしヽ。

公務員としての責任と自覚を十分認識し,職 務の適切な遂行

に努めて参ります。

なお,御 意見を踏まえまして 「第5章 計 画を着実に進める

ために」の本文中の 「計画に掲|ザる取組を」の前に,「公務員

としての責任と自覚を持つて」を加えました。

(市民参加推進)条 例の本旨と目標としている

ことに市職員の活動が一体化している姿勢が間わ

れている。 (市民の)「 声」 腰 望」を施策のルー

ルに帰一させる具体的な内容を期待する。

市民参加推進条例第3条 「本市等の責務」において1市 民の

声や要望を市政に適切に反映されるよう定められており,そ の

具体的な手法として1パ ブリック コ メント手続を制度化し1

実施して参りました。

今後とも施策番号]「市民二一ズを的確かつ効率的に聴取す

る取組の充実Jに おしヽて,新 たな参加機会の確保を検討すると

ともに1施 策番号32「 市民参加を進めるための庁内の仕組み

づくりJに おいて,庁 内体制を整え,研 修等を通じて職員の市

民参加に対する更なる意識の向上を図つて参ります。

市民同士及び市

民と市職員の交

流について

(2件)

市政参加を進めるためには,課題やテーマに沿つ

た学習機会や意見交換の場を設けるなど,市 民同

士や市民と市職員が語り合しヽ相互に理解を深める

機会を与えることだと思う。

施策番号30「 市職員が積極的に市民の身近な場所に出向き1

1青報提供を行う取組の充実J,施 策番号3]「 市民と市職員が課

題や思いを共有し,学 び合う機会の提供Jを 推進し,御 提案の

趣旨も踏まえて1市民と職員の交流を進めて参ります。

基本的理念や施策は良しヽと思いますが1計画を

進める中で,行政と市民,市民と住民間のコミュ

ニティの育成,実効に問題があると思う。 IT関

連1情 報誌などの手段で広報,ネ ットワークづく

りに比重がかかっているが,市民の多くの意見や

考えを取り入れたまちづくりというような命題こ

そ,ロ コミとは言わないが1も っとアナログ的メ

ディア利用を考えてもよいと思う。

本計画におきましても1市 民と職員の直接的な対話の場づく

りを重視しております。

具体的には,施 策番号30「 市職員が積極的に市民の身近な

場所に出向き1情報提供を行う取組の充実」,施策番号3]「 市

民と市職員が課題や思しヽを共有し,学 び合う機会の提供」を推

進する中で,職 員が市民の皆様の身近な場所に赴いて市政につ

しヽて御説明する 「京都市政出前 トーク」の充実や1市 民参加を

体系的に学習する機会として 「京都市市民参力日論 (仮称)Jを

開講するなど,実 際の語り合いを通した,情報提供やネットワー

クづくりに努めて参ります。

また1市 民参加推進フォーラムとの協働により,「 市民参加

円卓会議」など)市 民同士が意見交換を行しヽ,交 流できる場づ

くりに努めて参ります。

なお1御 意見を踏まえまして,24ペ ージ 「3 情 報を共有

する取組の充実」の文章を 「促進し,ネ ットワークを形成して

しヽくことが重要ですJに 変更しました。



項  目 市民の皆様からの御意見

市民参加推進

フォーラムから

の提案につしヽて
r

(2件)

「市民参加推進フォーラムからの提案」を十分

尊重されたい。 ラムからの提案～」については1本計画の基本的な考え方であ

る3つの留意点 「市民のち ・か。ら」として活用するとともに,

個々の施策や事業として具体化して参ります。

なお,御意見を踏まえまして 「市民参加こんなんえ―やん宣

言 !」の活用状況については,本計画冊子の2フベージに詳し

くまとめさせていただきました。
ロ

市民参加推進フォーラムでの決定事項 (意志)

が実権性のあるところとしなくては市民主権の政

治ではないと思う。

市民参加推進フォーラムからの御提案につきましては,個々

の施策や事業として具体化するとともに本計画冊子の2フベー

ジのとおり,本計画を進めるうえでの留意点や具体的な施策

事業として活用しております。        |

今後とも市民参加推進フォーラムと連携しながら,本計画の

具体化に努めて参ります。

その他 (2件) 推進施策が多く,市 民がどんな活動をすればよ

いか理解に苦しむ。もう少し的を絞るか,具体的

にまとめて欲しい。

本計画の改訂に当たつては,これまでの計回において掲げて

いた55項 目の具体的取組の再編 ・充実を図り,35項 目の推進

施策に整理しました。これらの推進施策は,今後,市民参加を

総合的 ・体系的に進めるうえで,必要不可欠なものだと認識し

ております。

本市は,本計画を着実に推進し,市政運営のあらゆる段階に

おける市民の参加機会の拡充,市民主体のまちづくり活動に対

する支援の充実,市民参加の前提となる情報提供などを積極的

に進めることで,更なる市民参加の推進に努めて参りますので,

市民の皆さんにおかれましても,よ り積極的に市政やまちづく

り活動へ御参加いただきますようお願いします。
~

なお,御意見を踏まえまして,     を 作成するに当たつ

ては,実施事業を一覧で掲載するとともに,特 に注目していた

だきたい事業を 「ビックアップ」として詳しく掲載するなど,

市民の皆様にとつて分かりやすいものとなるよう工夫を図りま

した。また1-わかりにくい用語には説明を加えました。

「市民力」とは,どのようなことを指している

のか。

「市民力」とは 「市民の自主的 。自立的な行動力」を指して

います。

なお,御 意見を踏まえましてilフ ページ 「2 市 民力 地

域力を高める取      の 文章に 「市民力 (市民の自主的

自立的な行動力)」 を加えました。
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「市民参加推建計画:(改討版)」1概要

O第 1章 はじめに

1 改 言丁の趣旨

2 計 画の位置付け及び計画期間

[計画期間]22年 度まで

[計画の位置付|ナ]基 本構想,基 本計画に基づく市民参加に関する分野別計画

O第 2章 こ れまでの取組

本市のこれまでの市民参加の取組と社会状況

(1)市 民参カロ推進計画の取組状況

(2)更 なる市民の自主的なまちづくり活動の広がり

(3)情 報通信技術の更なる発達 ・進展

(4)市 民参加の取組に対する市民の実感

京都市市民参加推進フォーラムからの提案

O第 3章 計 画の考え方

これまでの計画に掲|ザてしヽる「市民参加推進の意義・必要性と基本的方向性」に基づき推進する。

! |

■市民参カロ推進の意義 ・必要性

(1)市 民ニーズを踏まえたより効率的,効果的な市政運営の確立とまちづくりの推進

(2)市 民の英知と行動力の市政やまちづくりへの反映

(3)市 民力の伸長と地域社会の活力の充実

E基 本的方向性

(1)京 都の伝統や資源を活かした市民参加の取組の推進

(2)市 政運営の各過程やまちづくりにおしヽて,様々な主体が参加できる重畳的な

仕組の用意

(3)市 民力の向上とその支援

「京都市市民参カロ推進条例」の理念に則り,前 章までで述べた状況等を踏まえ,今 後の5年

間|よ,「市民のち ・か 。ら」をキーワー ドに,次 の点を留意して取組を進めてしヽく。

(1)市 政参加に関する制度の
“
ちゃくじつ

"(着
実)な 運用

(2)市 民活動への支援と協働による
“
かつりょく

"(活
力)あ る取組の推進

(3)庁 内の推進体制の整備による
に
ぅしんばん

"羅
針盤としての情報提供の充実

なお,計 画の改訂に当たつては,こ れまでの計画に掲げていた55項 目の取組をより体系的で

わかりやすしヽものとするため,そ の趣旨 ・目的を引き継ぎながら35の 推進施策と154の 実施

事業に再編 ・充実しました。
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0第 4章  推 進施策及び実施事業

1 市 政運営の告過程における参カロの制度や仕組みの拡充に向けた取組

2 地 域における市民主体のまちづくり活動とその支援

3 情 報の提供 ・公開と共有

0第 5葺 計 画を着案に進めるために

推 進 施 策

①市民参加を進めるための庁内の仕組みづくり    [32

②分野別センターの機能強化            [33

③市民参カロ推進フォーラムの運営          [34

④計画の進捗管理                 [35

推 進 施 策

(])市 民ニーズを把握し,政策施
策に結びつける仕組みの拡充

①市民ニーズを的確かつ効率的に聴取する取組の充実 1

②市民二一ズを着実に政策 施 策に反映させる取組の推進 2

(2)よ り参加しやすしヽ署議
会等の運営の促進

①審議会等の公開の推進と運営の改善 3

②審議会等委員の公募の推進 4

③幅広い市民層からの審議会等委員への参加促進 5

(3)市 政運営の各過程での
参カロの仕組みの拡充

①政策の形成過程における市民意見の聴取機会の充実 6

②市民と課題や思しヽを共有し,事業実施に生かすための取組の推進 フ

③事業の実施段階における市民や団体等の参加機会の確保 8

④市民や団体等の財政画からの参加の推進 9

⑤インターネット等の新たな媒体を活用した市民の参加機会の確保    [ 0

⑥公の施設の管理運営への市民や団体の参加の促進           [ 1

②市民の意見を施策 事 業の点検 評 価に生かす取組の推進       [ 2

推 進 施 策

(1)自 主的な活動を始める
手がかりの提供

①活動につながる1青報や知識を得る機会の提供             []3

②活動の拠点となる身近な活動場所の確保               []4

③活動に必要な資機材等の提供                    [15

(2)市 民力 地 域力を高め
る取組への支援

①活動に役立つ情報提供 相 談等の支援                []6

②活動に関する知識や経験を深める機会や場の提供           []フ

③活動を進めるために必要な人材の育成                []8

④活動を広げるために必要な助成 融 資に関する支援          []9

(3)地 域にお|する多様な活
動主体の相互の交流 .

連携の促進

①地域における幅広しヽ分野の活動主体のネットワークづくりの推進    [20

②市民主体のまちづくり活動と行政との協働の推進           [21

③行政区単位での取組の強化                     [22

推 進 施 策

(1)1青報提供 公 開におけ
る手法の充実

①市政情報誌やE日刷物等を活用した情報提供の充実           [23

②インターネットを活用した情報提供の充実              [24

③コールセンター機能を活用した情報提供の推進            [25

④'青報公開に関する取組の充実                    [26

(2)市 民の目緑 1動 緑に
沿つた情報提供の取組
の充実

①市民にとつて身近で立ち寄りやすしヽ場所での情報提供の充実      [27

②市民の意見や提案の反映状況を明らかにする情報提供の仕組みづくり  [28

③効率的で迅速な情報提供を行うための情報の整理           [29

(3)1青報を共有する取組の
充実

①市職員が積極的に市民の身近な場所に出向き,情報提供を行う取組の充実  [30

②市民と市職員が課題や思しヽを共有し,学 び合う機会の提供       [31

0実 施事業数

新規事業 充実・継続事業 合 計

第
４
章

1 10 32 42

2 8 61 69

3 1 6 27

第5章 5 16

合 計 34 ]20 154

注)再 掲の事業については重複してカウントしてしヽる。
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市民参加検討プロジェク

トチーム発足

(川8.9)

パー トナーシップ推進室設置

(Hl1 4～ ) に

関

す

る

提

言

市

罵
参
加

の
推
進

市民参加検討プロジェクト

チーム報告書発表 (H97)

市民参加の理念、施策検討

推進の視点、施策の提案

市民参力日推進プロジェクトチーム

(H9:]2～Hl]フ )

「夢。ロマン・京都シテイ」

「市民活動支援センター整備」

「地域コミュニテイひろば整備」

「地域の防災まちづくり」

の4チーム

ボランティア活動

総合支援センター(仮称)

基本構想答申(H101)

(「特定非営利活動促進法」施行 日 1012)

ボランティア活動

推進のための

基本方針発表 (H]01)

(「地方分権一括法_

施行 H]24)
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京都市市民参加推進条例

1200年を超える歴史の中で,京 都は,世 界に誇る

べき 「都市の自治」をはぐくみ,自 治の伝統に培わ

れた市民の多様な活動及び市政への参加により, 自

立性の高い活力あふれるまちとして発展 してきた。

21世紀においても,京 都が有する多様かつ豊かな

蓄積を輝 きに変え,個 性豊かな魅力あふれるまちと

して,京 都が発展 し続けるためには,事 業者,市 民

活動団体等を含むすべての市民が,そ の持てる力を

存分に発揮 し,地 域社会の一員として, 自覚と責任

を持って,ま ちづ くりを進めるとともに,市 政に積

極的に参加 し,協 働の成果を挙げることが必要であ

る。

本市は,代 表民主制を基本とする地方自治制度の

下,市 民の市政への参加と市民による自主的なまち

づ くりについて,これらを市政運営の基本原則とし,

基本理念を定め,並 びに本市及び市民の責務を明ら

かにするとともに,多 様な参加の機会を確保するこ

とにより,本 市 と市民とのパー トナーシップに基づ

く市政の推進を図 り, もって豊かで活力ある地域社

会を実現することを決意 し,こ の条例を制定する。

(目的)

第 1条  こ の条例は,本 市及び市民が共に市民参加

(市民が市政に参加 し,及 びまちづ くりの活動を

行うことをいう。以下同じ。)を 推進するための

基本的事項を定めることにより,市 民の知恵と力

を生かした市政及び個性豊かなまちづ くりの推進

に資することを目的とする。

(基本理念)

第 2条  市 民参加は,本 市と市民との協働 (自らの

呆たすべき役割を自覚 して対等の立場で協力 し合

い,及 び補完 し合うことをいう。以下同じ。)の

精神に基づき,市 民による市政への参加とまちづ

くりの活動とが相まって,推 進されなければなら

ない。

2 市 民参加は,市 民の豊かな社会経験及び創造的

な活動が尊重されるとともに,市 民の福祉の増進

及び市政運営の効率性が確保されることを基本と

して推進されなければならない。

3 市 長その他の本市の行政機関は,市 民参加の推

進に当たっては,市 会の権限及び役割を尊重 しな

ければならない。

平成 15年 6月 6日

条例第 2号

(本市等の責務)

第 3条  本 市は,京 都市情報公開条例の趣旨にのっ

とり,情報の提供及び公開を推進することにより,

政策の形成,実 施及び評価の一連の過程における

透明性を向上させるとともに,政 策の目的,内 容,

効果等を市民に分か りやす く説明する責務を果た

し, もって市民がこれら一連の過程において市政

に参加することができるよう,そ の機会の確保に

努めなければならない。

2 本 市は,市 政に関する市民の意見,提 案等を総

合的に検討 し,これらに誠実に応答するとともに,

それらの内容を市政に適切に反映させるよう努め

なければならない。

3 本 市は,市 民による自主的なまちづ くりの活動

について,こ れを尊重 しつつ,必 要な支援を行う

とともに,市民との協働に努めなければならない。

4 本 市の職員は,基 本理念にのっとり,あ らゆる

職務について,市民参加の推進を図る視点に立ち,

公正かつ誠実にこれを遂行 しなければならない。

(市民の責務)

第 4条  市 民は,市 政に関する情報並びに政策の形

成,実 施及び評価の一連の過程における参加の機

会を活用することにより,積 極的に市政に参加す

るよう努めるものとする。

2 市 民は,地 域社会の課題の解決に主体的に取 り

組むことを通 じて,ま ちづ くりの活動を推進する

よう努めるものとする。

3 市 民は,市 民参加の推進に当たっては,地 域社

会の一員としての自覚と責任を持って,本 市との

協働及び市民相互の協働に努めるものとする。

(市民活動団体の責務)

第 5条  市 民活動団体 (ボランティア活動その他の

公益的な活動を行うことを目的として市民が組織

する団体をいう。以下同じ。)は ,そ の活動を通

じて,本 市及び市民との協働を図り,市 民参加の

推進に寄与するよう努めるものとする。

2 市 民活動団体は,そ の社会的な役害Jの重要性に

かんがみ,積 極的に事業運営の状況等について市

民に説明する等組織及び!舌動の透明性の向上に努

めるものとする。

(市民参加推進計画)

第 6条  市 長は,市 民参加を総合的に推進するため



の計画 (以下 「市民参加推進計画」 という。)を

定めなければならない。

2 市 長は,市 民参加推進計画を定め,又 は変更し

たときは,速 やかにこれを公表 しなければならな

3 市 長は,毎 年度,市 民参加推進計画に基づき講

じる施策の実施計画及びその実施状況を市会に報

告 しなければならない。

4 市 長は,市 民参加の推進状況等を踏まえ, 5年

を超えない期間ごとに,市 民参加推進計画を見直

さなければならない。

(審議会等の会議の公開)

第 7条  審 議会その他の附属機関及びこれに類する

合議体 (以下 「審議会等」 という。)の 会議は,

公開しなければならない。ただし,会 議を公開す

ることにより非公開情報 (京都市情報公開条例第

7条 に規定する非公開情報をいう。以下同 じ。)

が公になる場合その他別に定める場合は,こ の限

りでない。

2 審 議会等の会議を招集する者は,当 該会議の期

日までに相当な期間を置いて,当該会議について,

開催する日時及び場所,議 題,傍 聴の可否その他

必要と認める事項を公表 しなければならない。た

だし,緊 急を要するとき,又 はこれらの事項を公

表することにより非公開情報が公になるときは,

この限りでない。

3 第 1項 の規定により公開した会議については,

会議録を作成 し,これを公表しなければならない。

(委員の選任)

第 8条  市 長その他の執行機関,公 営企業管理者及

び消防長 (以下 「市長等」 という。)は ,審 議会

等の委員を委嘱するに当たっては,民 意を適切に

反映させるため,多 様な人材を登用しなければな

らない。

2 市 長等は,審 議会等の委員を委嘱するに当たっ

ては,市民の市政への参加意欲を高めるとともに,

審議会等の会議において広 く市民の意見が反映さ

れるよう,委 員の一部を公募により選任するよう

努めなければならない。

(市政への参加の手続)

第 9条  市 長等は,政 策の形成,実 施及び評価の一

連の過程において,公 聴会,ワ ークショップ (本

市及び市民による自由な議論により,政 策,施策

又は事業 (以下 「政策等」 という。)の 方針,内

容等に関する意見を集約するための会合をいう。)

その他の市政への参加の手続のうち,最 も適切か
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つ効果的であると認められるものを行うよう努め

なければならない。

2 市 長等は,市 政に関する基本的な計画の策定又

は改廃,重 要な制度の創設又は改廃その他の行為

で別に定めるものを行うときは,パ ブリック ・コ

メント手続 (政策等について,そ の目的,内 容そ

の他の事項を公表 し,広 く市民の意見を募集 し,

当該意見に対する本市の見解を公表し,当 該意見

を勘案 して意思決定を行 う手続をいう。以下同

じ。)を 行わなければならない。

3 パ ブリック ・コメント手続の実施に関し必要な

事項は,別 に定める。

(まちづ くりの活動の支援)

第10条 市 長は,情 報の提供,相 談,専 門家の派遣,

活動拠点の確保等市民による自主的なまちづ くり

の活動を促進するために必要な措置を講 じるもの

とする。

(委任)

第11条 こ の条例において別に定めることとされて

いる事項及びこの条例の施行に関し必要な事項

は,市 長が定める。

附 貝J

(施行期日)

1 こ の条例は,市 規則で定める日から施行する。

(市規則で定める日は,平 成15年8月 1日。)

(経過措置)

2 こ の条例の施行の日前に市長が定めた京都市市

民参加推進計画は,第 6条 第 1項 の規定により定

められた市民参加推進計画とみなす。この場合に

おいて,同 条第 4項 に規定する期間は,こ の条例

の施行の日から起算する。


